
対応イオン化法 ESI，APCI

通常測定質量範囲 ｍ/ｚ 150～2,000

設定分解能 6,000 （ｍ/ｚ609，半値幅）

質量精度
＜5ppmまたは

2mu （外部標準）

JEOL JMS-T100LP

飛行時間型質量分析計



返却データ様式 （スペクトル測定結果・精密質量測定結果）

スペクトル測定結果 精密質量測定結果

精密質量測定時の
スペクトルデータ
（質量較正済み）

組成演算結果

３枚で一組（任意の３点のデータを抽出）

ESI マススペクトル

スペクトル測定の拡大データを
添付することがあります



ヘッダーの読み方

＊ESI-MS,APCI-MSは溶媒に溶解する必要があります。
使用溶媒によっては対象試料が安定に存在できない場合も考えられます。

＊使用溶媒の種類については、特に注意してご確認下さい。
＊できるだけ極性溶媒を使用することが感度UPにつながります。
＊極性溶媒中の安定度を時間単位で教えていただけると助かります。

(1) 測定データ名の表記

①受付番号
② L ：スペクトル測定, H ：精密質量測定
③測定回数

(2) 測定条件等の表記



データの読み方 （精密質量測定結果） T100GCv，T100LP共通

任意の3点の質量較正済みデータを
抽出し，組成演算を行います．

(1) 

(2) 

(3)

① 含有元素組成の指定．

② 許容誤差範囲を設定．

③ 化合物の不飽和度を設定．

① ③②

(1) (2) (3)


